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　昨年度の研究において、浜口はr保育において自我は保育者によって気づかれ・省察されるものとして現われるこ

と、そして子どもの自我の発達を契機として保育者の自我も機能し、発達すること』を明らかにしている・浜口の考

察した自我は保育の場での子どもひとりひとりと他の子ども達や保育者達との相互的行為において顕著に現われると

考える。相互的行為とは、相手と互いに調節し合って動く生命的行為を意味する。

　本論は保育者である筆者の事例研究であり、他者との相互的行為の中に衷れた子どもの自我の発達を考察した。
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1．はじめに

　　これは担任をしながらの保育事例研究である。

　丁子（6歳）は養護学校幼稚部在籍2年目である。丁

子は今年度になって幼稚部と並行して幼稚園にも籍をお

いている。私は丁子の入園以来担任保育者（男性1名と

女性2名）のひとりであったが、昨年度の丁子は蝕方の

女性担任Eとのみ結びっこうとし、私との関係は物理的

空間に共在しているという域を殆ど出なかった。そのよ

うな関係にあった両者が今年度当初出会うことになった

颪接の契機は、女性担任Eの欠勤した日に丁子と私がか

かわりを持ったことによる。

　本研究では、丁子と私との出会いから一年聞の両者の

相互的行為を中心として丁子と私を含めた他者との相互

的行為の実際を述べ、その行為に炎現された意味を省察

する過程で保育者が理解した丁子の自我を記し、他者と

の相互的行為の中に褒れた子・どもの自我の発達を考察す

る。

在を漁識し、彼らと新しい生活を営む過程で自からとい

うよりも他から自分のこれまでの在り方の変容を迫られ

ているように感じて存在感を脅かされたのだろう。丁子

はこの時期に敢えて女性担任Eカ・ら離れて私との新しい

関係を創ろうと試みる過程で存在感を再度確かなものし

ようとしていると思われた。

皿．展　開

1．丁子が私と深く結びっこうとした時期（4月～9月）

　　　《自儒と葛藤》

4月24日　丁子は幼稚園を休んだ。登園してすぐに私と

トランポリンをおんぶで跳ぶ。丁子は私の背中にベタア

ッとくっっいて甘えているかと思えば、私の髪をひっぱ

ったり、鼻の穴や眼に指を突っ込んだり、足で蹴ったり

すさまじい。

∬．寓会い

1990年4月21．日　丁子は幼稚園へ行く日も兄（小学部2

年）の送迎の為に幼稚部に来る。丁子は幼稚園から帰っ

てきて室内の手洗い場で水を流しながらままごと道具を

使って遊び始める。今日は女性担任Eが不在なので、私

は丁子にっきあおうと少し離れた床に腰を降ろした。丁

子は私の方を見ないが気配は感じているようだ。丁子は

やらずにはいられないという感じで黙々と水に向ってお

り・兄が帰りの支度を終えて回りの人々が丁子にr帰ろ

う．」と庫をかけてもやめようとしない。40分位待た

せた後で母親と兄を先にバス停に向わせておいて、それ

から20分程遊んでから自分で終わりにして気持ちがほ

ぐれた衰情をして私におぶわれてバス停へ向った。

　私には丁子の水遊びが幼稚園での緊張感を和らげよう

とする行為に見えた．丁子は私に対して直接的なかかわ

りを要求しているようには見えなかったので、この時私

は傍にいて彼女が遊び終えるまで見守るというかかわり

方をすることで、遊びを肯定する気持ちと緊張がほぐれ

る過程を共にしようとする気持ちを衰現しようとした、

　丁子が幼稚部での生活を地盤としながら幼稚園へ通い

始めたことは、外的憶界と自分とを関係付けていこうと

する丁子の愈思のひとっの衰れとみなすことができると

いう意味において丁子の自我の発達と関連していると考

えられる。

　丁子はこの日以来6月の姶めまで幼稚園を休んだ。丁

子は自己主張の強い同年代の子ども築団の中で他者の存

　この当時私は丁子が幼稚園のことは一時据え置きにし

て幼稚部での生活を楽しんでいるように見えていたので

幼稚園に通うことでの自信がこういうやりとりとして表

れているように思えていた。しかし丁子が再度幼稚園へ

通いだす6月初めで終わっていることから・そのことと

併せて幼稚園へ行かないと自分で決めた後の葛藤が衷現

されていたことが伺える。

　　　《rT子だけの私」とr私だけの丁子」》

4月27日　公園のブランコに乗る。丁子は臼分一人では

乗らずに私の膝に座って私に漕ぐよう要求してくる、丁

子は低くなると泣きながら「もっとこいでよ一早く一。．

と云い、高くなると「とめて一。」と言う。私は20分

程漕いでから「疲れたから休ませて。」と営うと「ダメ。

」と泣いて拒む。間で低く揺れている時にブランコの鎖

から手を離して身体全体をこちらに委ねて押し付けてく

るようにして揺られている．

5月1日　丁子が私よりも先に登園していて女性担任E

や母親と一・緒に遊び始めていたが、私の姿をみっけると

遊びを中断してすぐに私の処へ来て抱かれる。

5月15日　丁子が幼稚部で水遊びに夢中になっているの

で、私は丁子から離れて庭でM夫を抱いていると、聞も

なく丁子が保育室から出てきて泣きそうな顔で「Tちや

んもだっこして欲しいの。』と言いっつM夫の足を引っ

張ったりひっかいたりして降ろそうとする。

　この当時丁子は私を「丁子だけの私」にしようとする

だけでなく、私にとって「私だけの丁子』でいようとし

ていた。2者が一体となることを望まれている感じで、
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丁子の後側に私が組み入れられた感じを受けていた。丁

子が私とかかわる子どもへ向けての攻撃的な行為は私を

失うのではないかという不安からくるものであり、行為

は子どもに向けられているが気持ちは私に向けられてい

ることが伝わってくるので、私はこのような場面で他の

子どもが動揺してもかかわりが持てないことが殆どだっ

た。そうまでして私を自分に引き付けておこうとすると

ころに丁子の存在の危うさを感じた私は・この時期一日

の殆どを丁子と一緒に過ごし丁子の要求を可能な限り優

先しようとした◇

　　　《おしっこに行かない》

5月M日　丁子は帰りの支度をする前に母親や私に「お

しっこしよう。」と誘われるとrいやなの。」と応えて

トイレヘ行こうとしない。勧めれば勧める程頑固に拒む

ので母親と私は無理強いをしないことにする。今日は午

前中にバンッにおもらししていた。

　丁子はこの当時他の人から自分の行為を促されること

に圧迫感を感じるようだった。丁子は日によっては母親

や女性担任Eの勧めで幼稚部のトイレですますこともあ

ったが・私の誘いにのることはなかった。深く結びっい

ている私に行為を促されることはより圧迫感を感じるこ

とになったのだろう。私はこの時期丁子に対して排泄以

外でもこちらから行為を促すことは極力避けるようにし

ていた。

　　　《私と他の子どものやりとりをまねる》

6月1日　このところ丁子は私にだっこされて散歩に出て

はrA夫君みたいだね。」と言い、更衣室から私のトレ

ーナーを数枚幼稚部へ持ち込みその中から一枚選び私を

漕替えさせては「H夫みたいだね。』と言い、トランボ

リンでおんぶされて跳びながら「のんで一のんで一。」

（CMの歌）を一緒に歌いながら「Kちゃんみたいだ．』

と言い、壁に張りっいて〔あれ？いないなあ。」と言い

っっ私を誘っておしくらまんじゅうのようにくっっきな

がら「S夫みたいだ。』と嬉しそうに言う。

したが・丁子は学校の門を出ると近くの階段において持

って来なかった。砂場に砂場道具をおいたままで他の場

所で遊んでいるよその子どものスコップやカッブで遊ぼ

うとする。

　ごの当時丁子は学校の砂場で遊ぶことは殆どなく砂場

道具にも関心を示さないのに公園に行くと必ず砂場に立

ち寄り、そこに置いてあったり忘れられたりしているよ

その子どもの砂場道具をみつけて遊んでいた。そのこと

が何を意味するのか初め私は解らないまま丁子の砂遊び

にっきあっていたが、丁子は砂場道具が見当ら凍い時に

は遊ばないで素通りしていたことから、知らない子ども

の道具を使うことでその子どもと一緒に遊んでいる気持

ちになるのが目当てだったように考えられる。

　　　《行く・行かない・行く》

6月15日　公園へいく途中で丁子が「先生丁ちゃん地下

鉄に乗りたい？』と言う。「Tちゃん地下鉄に乗りたい

の？」と聞き返すとrTちゃん乗りたい’の。先生乗ろう

よ。」と言う。これまでも何度か丁子にそう誘われたこ

とがあったが、いざ実行しようとすると丁子は思い止ま

っていた。公園の入り口近くの横断歩道で青借号で渡ろ

うとすると・丁子はガードレールをしっかり握って動こ

うとしない。「信号青だけどどうするの？」と丁子に聞

くとr　Tちやん行かない。」と言うのでrじやあ行くの

やめようか。」と応える。丁子は信号が変わリ車が動き

出すのを見届けてから公園へ入り・30分程ブランコに

ふたり乗りしてから意を決したように「Tちゃん地下鉄

に乗るの。』と駅に向い、実現した。

　丁子はこの時期新しい体験へ向いたい自分と踏みだせ

ない自分との間で葛藤を繰り返しながら機が熟すのを待

っているようにみえた。私はこちらが励ますことが丁子

の緊張を高めることに数り心の動きを止めることになり

かねないと思っていたので・この日もじっくり見守り丁

子が決めた方を支えようとしていた。

　丁子が模倣しているのはここに出ている子ども達と私

が昨年度よくやっていたやりとりである。丁子は彼らと

直接かかわりを持っことは少なかったが、「00君みた

いだ。」と模倣している相手を意識しながら彼らと同じ

やりとりを体験することで自分と彼らとを関係づけよう

としているようにみえた。

　　　《よその子どものスコッブを借りたがる》

6月4日　公園の砂場で遊ぶ・今日は学校からこの前丁

子が欲しがったよその子どものスコッブと同じ物を用意

2．丁子が保育者から雌れて他の子どもや保育者とかか

わりを持ち始めた時期（9月～12月）

　　　《私が丁子の傍にいない状況》

9月26日　丁子は朝のうち私とひとあそびしてからひと

りで水遊びを始める。私が傍にいなくても大丈夫そうむ

ので離れる・私はホールでA夫に出会ってそのままA夫

と散歩に出た。散歩の途中でパス停にさしかかった時・

実習生と高学年（小学部・）の校外活動に参加してバスを

待っている丁子に偶然出会った。A夫と私も合流するこ
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とになり、丁子が私と手をっなぎにきて丁子と私・A夫

と実習生の組合せになる。

9月28日丁子とままごとであそんでいるとK夫が「お買

い物行こう。」と私を誘う。丁子は「イヤなの。Jとか

「Tちゃんもお買い物行きたい。」と言う。他の担任が

K夫を誘うが、K夫は私と行きたい。私は「Tちやん、

Kちやんとお買い物に行って帰ってきたらTちゃんとお

買い物にいくからね。」と約束して丁子から離れる。丁

子は傍に私がいむい間他の保育者と遊んでいた。

　K夫はこれまで登下校する以外は校外へ出ようとしな

かった入で・私はK夫が自分の世界を広げようとしてい

るよ うに感じられたので申し出を受けたいと思った。私

が丁子から離れる場面で余り葛藤しなかったのは、私が

丁子の傍をしばらく離れても大丈夫だと思えるようにな

ってきていたことによる。K夫は他人の感情に敏感な入

で他の子供と深くかかわりを持っている傑育者を誘うこ

とは殆どしない。そのK夫が私を誘ったことからも、丁

子と私との閲係に他の人が入リ込める余裕が出てきてい

ることが伺える。

　　　《幼稚園に行く日の朝》

10月】2日　丁子は幼稚園に行く日だが、朝まず兄を送っ

て幼稚部に来る。学校を出る前に私とトランボリンに乗

る。おんぶで跳んだ後丁子は「先生座ってよ。」と私を座

らせて向かい合う形になり、私の顔を蹴飛ばしたり髪を

引っ張ったり頭突きをしたり噛んだりする。じやれあっ

ているというよりも真剣さを感じる。私は遊びにしよう

として思い切りくすぐる。しばらくしてから母親が傍に

来て「Tちゃん幼稚園どうする？」と聞くと「Tちゃん

幼稚園行くの。、1と応え、「先生待ってて。』と言い残

して母親と幼稚園へ向う。

　丁子はこの当時幼稚園へ行く曜日の朝は必ずこのやり

とりをしてその過程でどうするかを自分で決めていた。

丁子が外の世界へ向う時の緊張感の強さがよく伺える。

丁子はこのやりとりで私の中に既にある丁子を受け入れ

ようとする気持ちと並行して丁子を拒否しようとする気

持ちを持っように挑発することで私の中に葛藤をもたら

し、自分自身の葛藤を愈ね合わせることによって解消し

ようとしていると見えていた。とはいえ私は丁子が私が

一番ひるみやすい顔へ向けての乱暴と「先生座ってよ．」

とか「何よその言い方。」というような丁子の挑発的な

言葉を受けることによって私自身の存在感を危うくし、

丁子への拒否的感情の方が強まって思わず丁子をくすぐ

る手にカが入ってしまうこともあった。私はこのやりと

りが続いた11月の半ばまで・朝昌覚めてから丁子との

このやりとりが終わるまではいいようのない気持ちの重

さを抱えて生活しその後で平常心に戻るという毎日だっ

たが・私の気持ちの璽さは丁子の気持ちの重さでもある

のだと考えて何とか持ち応えようとしていた。

　　　《殖道に跳び出す》

10月12日　幼稚園から帰ってきてから散歩に出た。横断

歩道のない車道を横切る際に軍が来ていて渡れないこと

を伝えると丁子は「イヤなの。．1と言って跳びだそうとす

る。私が「Tちやんの後にっいて行こうっと。Tちゃん

大丈夫かどうか教えてね。」と言うと、丁子は腕を広げ

て私を自分の後に保護し左右をよく確認してr大丈夫よ。

、璽と私を従えたまま渡る。

　丁子は自分で判断して行動しようとしており、私をそ

の行動を承認してくれる存在としてみなしていた。

　　　《私が丁子の傍にいる状況》
U月2日　丁子は朝私とトランボリンで遊んだ後で、H

夫やS夫（兄）や男性担任とスライドを映して遊び始め

る。私はその間A夫にだっこで校内を巡回するのを要求

されて歩き廻る。私は幼稚部を通る度に丁子と顔を合わ

せることになるが、丁子は私の所へは来ないで遊びを続

けている。

　丁子はこの頃から私が他の子どもと遊んでいるのを見

ても・自分も他の保育者との遊びを続けるようになって

きている。丁子が他の人との関係を広げようとしている

大事な時期なのでザ丁子が私から離れていることに不安

を感じているように見える時には私が丁子の所に行ける

よう担任同士で配慮していた。

　　　《保育室でおしっこをする》

11．月2日　おしっこを保育窒でズボンをはいたまま立っ

て私に笑いかけながら気持ちよさそうに出す己

　丁子は家ではトイレでおしっこをしていたことから、

丁子が幼稚部では敢えてやっていないことが解った。

丁子は私の眼の前で堂々とおしっこを出すということに

よって自分の内側にあるものを手放すことと自分の意志

で自分を動かしていることをより実感しようとしている

ように見えたので・私はそのままを受け入れよう として

いた。

　　　《rT子の私」とrK夫の私」》

11月13日　K夫が私にトランボリンでおぶわれて眠って

いる所へ丁子も乗り込んできて「Tちゃんおんぶして欲

しいの。」と言う。私はK夫の調子が悪そうなのでじっ
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くりっきあいたい気持ちを丁子に話して待ってくれるよ

うにたのむ。そして「Kちゃんが元気になったらTちゃ

んをいっばいおんぶするからね。先生約束する。」と伝

える。丁子は寝転がり私を見上げて「イヤなの。」とか

「Kちやんの次におんぶしてくれるの？』「後でおんぶ

しようね。，1と私に話しかけてくる。私は肯くことで約

束は守るということを伝えようとする。

　この当時丁子は私にいっも受けとめて貰えるという思

いが気持ちの底辺にあって、一時的ならば私と他の子ど

もとのかかわりを受け入れることができるように准って

いた。

　　　《一人しかいない自分》

］1月14日 ブランコで私とふたり乗りをして高く漕ぐよ

う要求し、高くなった処で丁子が「私は元気です。」「私は

良い子です。．1と大声で首う．

　丁子は一人しかいない自分という存在を強く意識しよ

うとしているように見えた。丁子が私を固有名詞として

捉えているところもあって私に向って「私やってちょう

だい。」と使ったりすることがあるが、この時には自分

を衷現する言葉だということを理解して使っていた。

　　　《出口のない状況》

11月27日　スコップを持って散歩に出る。丁子は植え木

の茂みにスコッブを投げ捨てて「取れな一い。」と顔をし

めて言う．私が黙っていると「取れな一い。先生取ってよ。

』と泣きながら要求するので取ろうとすると私の腕を遮

って「イヤなの。，1と拒む。取るのを止めると「取りた

いの。，犀と言う。このやりとりを繰り返す過程で私の気

持ちは平衡を失いかけてくる。その後丁子はスコッブを

受け取りニコッとして今度は簡単には取れない茂みの方

へ投げ込み、歩き始める。

11月29日　丁子は醤油のボトルの中に押しこんである小

さな玉を「取って取って。Jと顔をしかめてせがむ。私

は取ろうとするが取れない。次に赤ちやんのガラガラの

中の玉を「取ってよ 一。」と泣いてせがむ。私は何とか

して取ろうと試みるが容器をこわさない限り取れない。

それで「取れないねえ。」と言うとますますせがむ。

いっそのこと割って中身を出そうかと思うが・そのこと

を丁子が望んでいるようには見えないのでとにかく丁子

の気持ちが落ち漕くまで取る試みを続けた。

　T 子は解決という出口のない状況に私を追い込み・私

の動揺を引き出そうとしているようにみえた。しかし私

はこの状況での菟持ちの重さは余り感じていなかった。

丁子が自分の中の葛藤を遊具での遊びに対象化すること

により自分の中にも気持ちの重さを貯めこんでいないこ

とによるのだろう。

　　　《新しい体験の後で》

12月3日　丁子は庭で男性担任におんぶされて嬉しそう

にする。その後でH夫と丁子と男性担任で東 京駅へ電車

を見に行こうということになる。丁子は担任に促されて

その場の状況に添って行動し、楽しく過ごしたそうだ。

丁子は帰ってきて水遊びを始める。洋服が濡れたので母

親と着替えている時に急に泣きだす。丁子は私の膝にう

ずくまり足を母親の膝にかけて大きな声で泣き続ける。

しばらくして泣き止み、すっきりした表情をする。

　当時丁子は大人の男性とのかかわりを避けるところが

あった。その丁子が男性担任としかも初めての遠出を実

現したことに自分でも驚いたのだろうと私はこの時思っ

た。今はそれに併せて、丁子が自分の気持ちからという

よりも状況の流れに添って行動している間に自分を見失

い、泣く乙とと抱かれることで自分を取り戻そうとして

いたと考えられる。

3。丁子が他の子どもや私を含のた保育者とかかわる中

で自分の意識を広げていこうとする時期（12月～3月）

　　　《一緒に遊ぶこ二とと差し出すこと》

12月6日　公園の砂場へ行く。5才の女の子が穴を掘っ

ていて、丁子はそれをじっと見ている。仲闇に入りたそ

うにしているので私から女の子にr入れて。」と声をか

けると丁子も同様に言う。女の子が了解したので、私が

丁子の名前を伝えると、丁子も同じように伝える。二人

は一緒に穴を掘り始める。そこへ女の子の妹がやってき

て「畑に行ってきます。」と階段を十段程降りては「た

だい衷。」と戻ってくる遊びを始める。それを見ていた

丁子は「Tちやんも行く。』と声をかけ、ニコニコしな

がら一緒に出かけていく。階段の途中でころんで私を見

たが、泣かない。それから一緒に遊びだした男の子にブ

ルドーザーを持って行って「どうぞ。」と差し出し、受

け取られて嬉しそうにして私を見る。女の子の妹が使づ

ていた道具を他の子供が使おうとすると、丁子はさっと

取り上げて女の子の妹に差し出し、rありがとう。』と

言われてニッコリ笑う。道具の持ち主がr帰るから返し

に来て。」と呼び掛けると自分も他の子供に交じって戻

し遊びが終わった。私が一緒に遊んだ子供達に「さよう

なら。また遊ぼうね。」と声をかけると丁子も同様に声

をかける。「またあそぼうね。』と彼らからの声が帰っ

てきて、丁子は満足そうにしていた。

／
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　この時丁子は出会う子供と仲良く遊びたくて・彼らの

様子を見て喜んで貰えることを探しており、そのことが

日頃受け取る側に立とうとすることの多い丁子をすすん

で与える側に立っことを可能にしているように見えた。

　　　《私が現実を提示することを

　　　　　丁子にせまられているように感じる》

12月14日　丁子はお昼頃病院の待合室で備品の熊のいぐ

るみと「熊ちゃんおはよう。お風邪ひいてるの？』等と

おしやべりして遊んでいるうちにぬいぐるみから離れ難

くなる。しばらく遊んでは「熊ちゃんを返しに行こう。．犀

と戻すが、エレベーターを待つ間に再び熊を抱いて遊び

始めるというのを4・5回繰り返す。それから「Tちやん

熊さん借りるの。』と言って待合室を出る。借りて帰ろ

うとしているようには感じられない。別の遊び場で乗っ

て遊ぶ2台の車に丁子と私は乗り、初めに繋がって走リ

それから「バイバイ．」と言いっつ離れて走る遊びをする。

丁子は絵本を見たりままごとをしたりするが熊を返す決

断をするのを後に伸ぱそうとする気持ちが伝わってくる。

熊と3時間半程一緒に過ごし下校時間をかなり過ぎた頃

丁子が「幼稚部に帰ろう。」と言う。私はこの時現実を

提示することを丁子にせまられているように感じて「熊

さんはどうするの？」と尋ねる。rいいの。これTちやん

のよ。』と言う。「え？それTちゃんのなの？』と聞き

返すと「ダメなの。」と言いっっ大声で泣きだす。丁子

が泣いても私は黙って傍にいることにする。丁子が落ち

普いた処でr先生はこの顛さんが誰の物なのカ・Tちやん

によく考えて欲しいの。」と言うと「病院のなの。先生

返してこようよ。」と応える。丁子は肩車を要求し途中

で「先生返してきてよ。．1と言いながらも待合室に蔚く

と自分で戻す。

　丁子にとって頭では自分の物でないことを理解しても

心でそれを受け入れ自分の欲求を抑制することはこれま

でも難しいことだったが、この日は動かない現実として

私を存在させて長い時間をかけて能動的に萬藤する中で

受け入れようと努力しているように見えた。

　丁子はこの日以来、二月の初めまで散歩に出る度に熊

に会いにいっていた。熊を抱くのは15分位で、熊を手

放す時の葛藤は自分で乗り越えていたが1回数を重ねる

度に葛藤もうすらいで、楽に手放すことができるように

なっていった。

　　　《スカートで過ごした日》

12月15日　丁子は遊び着に滑替えようとせず一日スカー

トで過ごした。帰りに門の所で「幼稚園に行く。」と言

い出す。今日は幼稚園の終業式の日だった。母親が「も

うお友達は帰っているから今皮行こう。．rと言っても納

得しない。それで母親とふたりで出かけて行った。園に

は先生達がいて話をしてきたそうだ。丁子はとても嬉し

げに「ただいま。．1と帰ってきた。

　丁子はこれまでも幼稚園に行くのを迷っている時には

どちらにするか決めるまで漕替えずにいた。この日丁子

が遊び普に一日蔚替えようとしなかったのは、一日のう

ちのどこかで幼稚園へ行ってこようという意志を持ち続

けていたことによるものと思われる。

　　　《受けることと与えること》

12月18日　朝・子どもや保育者達がクリスマスの飾りを

作っていると、丁子も絵を描きだした．丁子は途中でホ

ールヘ行き・しばらくしてお弁当にしようと幼稚部に戻

った・丁子は先程遊んだテーブルの上をひとりで片付け

始める．紙の切り屑はゴミ箱へ、使える紙は引き出しに

分けて入れ、クレヨンは床に落ちているものも拾って引

き出しにしまった。それから丁子はお弁当用のお盆を二

つ用意して、イスをふたっ並べて、自分のお弁当と私の

お弁当ををそれぞれのお盆に乗せてから座って嬉しそう

に食べ始める。丁子が「お水ちょうだい。」と言うので

コッブに入れて差し出す、丁子はご飯を食べた後弁当箱

を片付けてからコップを洗ってしまう。

　片付けやお弁当の準驚はこれまで私が毎日丁子の為に

してきたことである。このやりとりの中に丁子が受ける

側から与える側になっていることが伺えた。私はこの当

時丁子の片付ける様子やお弁当の準備をする様子が普段

の私の手順とそっくりなのに驚いただけだったが、今改

めて見直すと丁子がこれらのことを自然にごく当たり前

のこととしてやっていることにも驚かされる。私は丁子

に対してほめ言葉を発していないし、丁子もそれを要求

する素振りを全く見せていない。

　　　《すっきりした日》

1月10日　丁子は朝私より先にきていて傍に保育者はい

たがひとりでままごとをしていた。私もしばらく離れた

ところから見ていて、それから並んで遊びだした。丁子

は玩具の蜂蜜のラベルの貼ってある容器の蓋をr取って。

」という。接着剤で接着してあるので力を奮い起こして

もはずれず、ねじ回しを使ってもうまくいかない。丁子

はおもちゃ箱から、取るのに使えそうだと思う玩其を2

　3持ってきて「先生これで取れるかなあ。』と差し出

す。私がそれらを使って取ろうとするのをじっと見てい

る。それでも取れない．丁子は「取れないね。」と事輿

を受け入れて取るのをあきらめた。丁子は途中でがすう
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山田他：保育の場における子どもの自我の発運について

っと立ってトイレヘ行き、おしっこをして水を流して戻

ってきて、何事もなかったかのようにあそびを再開する。

更に遊んでいる最中に私はR夫に何度もおいかけっこに

誘われてその度に丁子の傍を離れたが、ひとりで遊びを

続けていた。

　この日丁子の気持ちに落ち着きが感じられ、その安定

感がこの日の丁子の生活そのものに表現されていた。

　　　《どうして泣いているの？》

1月10日　H子の泣き声が聞こえている。ちょうど傍を

通ったH子の母親に、rHちやん泣いてるの？」と尋ね

る。　「そうなの。」と言われると「どうして泣いている

の？』と理由を聞き、その後でrHちやんかわいそうだ

ね。」と言う。

　丁子が自分の遊び相手のH子の泣いている感情を思い

やる気持ちがこの時伝わってきた。

　　　《先生丁ちゃん疲れちゃった》

1月10日　午後女性担任EとH子と3人で公園に出た。

もっと遊んできたかったようだが降園の時間になったの

で切り上げて帰ってきたそうだ。私がテーブルでおやつ

を食べている丁子の隣に座ると私にもたれかかって「先

生丁ちやん疲れちゃった。」と言う。母親や他の担任に

帰りの支度の誘いを受けてもrまだ。』と言って動こう

としない。しばらくしてrママ帰る。」と母親を呼ぶ。

　丁子は私に抱かれなくても、自分の気持ちを雷葉で伝

えて解って貰うだけで気持ちを楽にしたようだった。

　この日以来丁子は気持ちが疲れたように感じて私の傍

でゆっくり過ごしたい時にはこの言葉を使っていた・

　　　《「自分で」と「誰の？」》

1月24日　丁子は公園の砂場で穴を掘ながらで「Tちゃ

ん自分でやるよ。先生自分でやんなさいよ。」と言う。

1月25日　事務室の遊び場で遊ぶ。丁子はの玩具の乗り

物に乗って遊んだあとrこれ誰の？ 』と聞く。私r誰の

かしらね。j　T子「ここのよ。」私「ふ一ん。ここのな

んだ。」丁子「そうなんです。」絵本を見た後でまた同

じ会話になる。それから「先生帰ろうよ。Jとそれらを

棚にしまって出る。

　丁子は自分を意識する機会が増える中で自分と私との

聞に境界をっけようとしているように見えた。そのこと

と関連して自分の物と他人の物との区別も頭と心の両方

で受け入れるようになっていることが、敢えて言葉に出

して再度確認しようとしているところに伺えた。

　　　《一人で駆け出す》

1月26日丁子はホールの入り口から庭のトランボリンで

丁子と同年令位の小学部の子どもの妹ふたりが遊んでい

るのをみつけて『先生行ってみようよ。』と言いっっ一

人で駆け出し、そのままトランボリンに乗って一緒に遊

びだした。

　丁子は私の援けを借りずに主体的に他者と出会おうと

していることが伺えた。

　　　《買物》

12月7日　丁子は私の財布を自分で持ってスーパーマー

ケットで買物をする。丁子はお菓子をひとつ選びレジヘ

行く。前に3人並んでいる．丁子は「順番なの？」と言

うので「順番なの？」と問い返すとrそう順番なのよ。

先生待ってなさい。」と応える．丁子の番がきて財布か

ら硬貨を出す。出しながらそのっどrもっと？』と私に

聞く。私は代金以上の額になるまで肯く。丁子はおっり

を受け取って財布に入れようとして、お金を床に落とし

た。私は一瞬緊張したが、丁子は落ち着いて十枚程の硬

貨を拾って財布にしまい、「先生持っててちょうだい。」

と財布を私に戻した。

1月14日　散歩の途中で丁子は「買物をしたい。」と言

う。「Tちやんが買物に行こうって言わなかったから私

お金を持って来てないの。」と言うと納得する。駅の改

札口の手前から電車を見ながら「電車に乗りたいね。」

と言う。「今度乗りたくなったら言ってね、お金持って

くるから。」と言うと「はい。」と応える。お菓子のボ

スターを見て「これ買って欲しい。明日買おうよ。』と

言うので私も「はい。Jと応える。

1月24日　丁子は午後マーケットでチョコレートを買っ

た。今日は兄が学校からスポーツセンターのブールヘ行

っていて丁子は母親と迎えに行くことになっているので

公園で食べる暇がない。丁子には買物に行く時点で脱明

しておいた。丁子は帰リ道少し急ぎ足になって「いそい

で帰ろうね。ママが待ってるから。」と言う。それから

「（チョコレート）帰ってから食べようね，Tちやん机

でイスに座って食べるの。お盆に乗せて食べるのよ先生。

」という。私は「ふ一ん。（納得）」と応える。

　丁子はこの当時このような体験を重ねる過程で私との

やりとりを通して自分の置かれた状況を理解し、思い通

りに行かない現実もすすんで受け入れようとして、その

中で主体的に行動しようとしていることが伺えた。丁子

は買物を通して自分も幼稚部以外の社会に一人前に参加

していることを実感しようとしていたのだろう。
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　　　《自分の財布》

1月29日　今日はめずらしく丁子がパックを持って散歩

に出る。帰りに「先生お貿い物しよう。」と言うので、「

私お金を持って来ていないの。』と応えると、rTちゃ

んお財布持ってるわよ。Jとバックから財布を取り出し

て見せる。

　財布の中身はお年玉の残りで、丁子が家からを財布を

持ってきていた事は私はもちろん母親も知らなかった。

　丁子が自分で望んでいることを自分で実現しようとす

る気持ちがよく衰れている。

　　　《私に叱られること》

2月18日　丁子が朝一番に遊んだ果物やお菓のブラスチ

ックのおもちやでR子が遊びだした。その時近くのトラ

ンポリンにおぶわれて乗っていた丁子は降りてR子が手

にするものをことごとく取り上げたり、R子を押したり

する。R子は大泣きする。私が「Rちやんがせっかく楽

しそうに遊んでいるのにどうしてそんなことするの？』

と雷うと丁子は悲しそうな顔をして背く。丁子と私はテ

ーブル越しに向い合う形となる。丁子は右手で顔を半分

覆うようにしながら切なげな顔をしたり、にやっと笑っ

たりしっっ私の顔色を伺っている。私はその間丁子にR

子の身になって考えて欲しいという思いを丁子への眼差

しの中に込める。R子の泣き声がおさまりかけた頃私は

「先生はTちゃんに、Rちやんごめんむきいって謝って

欲しい．』と冒うと背き、丁子はR子の所へ行って申し

訳なさそうな顔をしてR子の頭を撫でる。

　この当時私は丁子にrT子には丁子の思いがあるよう

に私にも私の思いがある』ということを、主に楽しい場

面で「私」という言葉を意識的に使うことによって理解

してもらおうとしてきた。ここでのやりとりはその延畏

戦上にあるもので、この時私は丁子のR子に対する行為

についての私の気持ちを、言葉で丁爆に説明して解って

もらおうとした。このやりとりは、どんな状況の中でも

丁子の存在を受け入れていることに変わりはないとする

私の態度が丁子に信頼されているという自信を地盤にし

て成リ立っている。

　　　《卒園式》

3月9日　幼稚園の卒園式。丁子は練習に一度も参加して

い数かったが、母親から離れて子供達に混じって、周囲

の子どものしぐさを見数がらそれに合わせて動いて参加

したそうで、母親が感心していた。幼稚部に帰ってきた

丁子は嬉しくてたまらない様子で、保育者達からお祝い

の言葉を受けてニコニコのしどおしだった。私にトラン

ポリンにおんぶされて乗り、「もっともっと。』と高く

飛び上がりたがった。

　丁子が聚張感の漂う卒園式に練習なしで参加して、し

かも母親から離れても臆することなく周囲の状況を見な

がら他の子供達と同じように動いたところに丁子の自分

に対する自信の強さを感じさせられた。

　丁子は幼種園の出席日数は少なく長期欠席もしたが、

自らの意志で要所要所で登園し、卒園まで園との関係を

継続してきた。その自信がこの日の丁子の衷情に現われ

ていた。

四．保育における自我の発達と相互的行為について

　昨年度の研究で浜口（りは保育において自我は子ども

の自我の発達を契機として保育者の自我も機能し、発達

することを明らかにした。相互的行為は相手と互いに調

整し合って動く生命的行為である。それは互いに相手に

応じて自分を変化させ、新たな関係を作り出すカである

ωという意味において、保育者と子どもの自我の発達

は相互的行為の変容に関連がある．

V・保育者と子供との相互的行為の成立について

　子どもと保育者との相互的行為を成立させる根幹に情

動的かかわりが認められる。情動的かかわりとは、子ど

もと保育者との心が相手に向けて動き・互いに相手との

心の交わりが感じられるかかわりである。情動的かかわ

りと思える子どもと保育者の関係は、間主観的かかわり

である。それは・両者の過去の関係を地盤とするだけで

なく・未来の関係をも予測しながら、その時々の今を中

心に展開する。保育者と子どもは相互的行為において、

相手の行為を自分へ向けての表現であるとみなし、相手

との関係の中で・その行為の持つ意味を、相手の側に立

って理解しようとし、その理解に基づいて自分の相手へ

の表現として相手へ向けて行動することになる。浜ロが

述べている主体性、相互性、持続性という子供の自我の

側面は保育の実践における相互的行為において顕著に現

われるといえる。
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